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認定看護師通信
※認定看護師はＣＮと標記します。 Certified Nurseの略になります

摂食嚥下認定Ns由利が１２月より復帰いたしました！！

次回は３月・おたのしみに

今月の担当は

認知症看護認定
Ns西川です

認知症の検査には問診・血液検査・脳脊髄液検査等いろいろありますが、
最も身近なのが画像検査ではないでしょうか？
今回はMIBG心筋シンチグラグラフィーとDat‐SCANについて取り上げます

認知症の画像検査

何を診てるの？

交感神経の分布を評価。MIBGとはノルアドレナリ

ンの類似物質で、静注すると心筋に取り込まれま
す。パーキンソン症候群・レビー小体型認知症で
は心筋でのMIBGの取り込みが低下します。

レビー小体型認知症 正常

アルツハイマー型認知症との
鑑別診断に有効◎

MIBG心筋シンチ Dat-SCAN

ドーパミントランスポーターシンチグラフィー。
ドーパミン(を)トランスポート(輸送)する物質を

調べます。パーキンソン病・レビー小体型認知
症では線条体のドーパミントランスポーターが
低下するので、診断に有効です。正常では勾玉
様に描出されますが、低下するとしっぽがなく
なりパンダの目のようになります。さらに低下
すると描出されなくなります。

ちょっと不思議な症状のはなし
幻の同居人：誰かが家の中にいると言う
誤認妄想：（家族など）身近な人を「よく似ているが別人だ」と言う

カプグラ症候群が有名です。
REM睡眠行動障害：夜間、夢を見ているときに大声・奇声を出したり動いたりする
取り繕い：日付などを聞くと「今日は新聞読んでないから」等と言ってごまかそうとする

アルツハイマー型認知症に多い
振り向き現象：問診などの場面で、記憶障害・見当識障害を補うように家族を振り返り、

同意や補足を求める現象

正常


